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インタビュアー：精密工学会国際交流委員会 

欧州ワーキンググループ 

 

 

euspen talent programme とは，欧州精密工学会（euspen）が企画して

いる学生向け問題解決型コンテストです．各国から数名学生を送り出

し，異なる国の学生がチームを組んで，与えられた課題へのソリューシ

ョンをオンラインで提案するコンペティションで，上位チームには国際

学会への招待があります．第１回 euspen talent programme に参加した

東京大学大学院工学系研究科精密工学専攻に所属する増井さん，増田さ

んに経緯やプログラムの詳細についてインタビューを行いました． 

 

 

 

Q. このプログラムにどういった経緯で参加すること

を決めましたか？ 

増井：去年の年末くらいに，指導教員の高橋先生から

euspen で他国の学生と課題に取り組むプログラ

ムがあると紹介を受けました． 

増田：私も同様です．高橋先生からお話を伺い，面白

そうだと興味を持ちました． 

 

Q. 応募書類の一つである CV（履歴書）の作成や参加

準備は大変でしたか？ 

増田：CV はわりと自由な形式で書くことができます．

私は過去にスウェーデンに短期間留学したこと

があるのですが，その際に作成した CV を参考に

まとめたものを使いました． 

増井：ある程度作成されたテンプレートも準備されて

いました．語学レベルなどを A・B・C で自己評

価する欄があるなど，記入に困るということはな

かったですね． 

増田：でも，そのテンプレートは一般的な就職活動向

けだったので，自分で修正しなければいけない点

もありました． 

 

Q. このプログラムに参加するにあたって不安はあり

ませんでしたか？ 

増井：私は英語が得意ではないので，参加して大丈夫

かと思うこともありましたが，自分がいやだと思

う挑戦は，大抵してみると後ほど良かったと思う

ことが多いです．不安があるからこそ頑張ってみ

ようと思いました． 

増田：やはり不安はありました．しかし，普通の国際

会議の中で他の学生と簡単に友達になれること

はあまりないと思います．このプログラムのよう

に，前準備として資料作成などのプロセスがある

ものなら，国外の学生とのつながりを築きやすい

と考えました． 

 

Q. euspen talent programme チームプロジェクトの課

題を教えてください． 

増井・増田：以下に要約する共通課題が与えられ，各

チームで独自の設計を議論しました． 
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増井：私のチーム Alice は，従来ステージの問題点と

して，ボールジョイント，ギアボックス部のバッ

クラッシュによる位置決め精度の低下に着目し

ました．ボールジョイントをフレクシャジョイン

トに，ギアボックスを楔形アクチュエータで置き

換え，バックラッシュを軽減するデザインを考案

しました．議論したアイディアを設計図，組み立

て図にまとめ，見積書も含めてレポートを仕上げ

ました． 

増田：私のチーム Atlas は，三点支持機構とバックラ

ッシュの小さい直動機構を用いたステージを設

計しました．操作するエンドプレートの動作解析

や稼働範囲について，準運動学・逆運動学の両視

点から評価を行い，機械要素の配置計画を立てま

した． 

 

Q. ３人１組のチームでコンペティションが行われた

そうですが，どのようなチームメイトでしたか？ 

増田：チームは学会の運営サイドによって先に割り振

られていました．私のチーム（チーム名:Atlas）は，

イギリス人の博士課程学生とベルギーの学生で

した．イギリスの学生はサッカーが好きだという

ことで色々話してくれましたが，私はサッカーに

詳しくないので，よくわかりませんでした．ヨー

ロッパの方々と仲良くなりたければサッカーの

知識は必須かもしれません．クロアチアの学生は

手品が得意だということで，web 会議システムで

披露してくれましたが，タイムラグがひどくてよ

く見えませんでした． 

増井：私のチーム（チーム名: Alice）はイギリス人の

博士課程学生がチームを引っ張ってくれました．

それから，クロアチアの修士学生で構成されてい

ました．コロナ禍では国ごとに情勢が異なってい

たため，作業をしやすい環境にいる人が頑張ろう

という雰囲気がありました．クロアチアの学生は

屋外から web ミーティングに参加していたなど，

研究室の閉鎖によって環境が整っていないよう

で大変そうでした． 

 

Q. 国際チームで活動をする上で苦労した点を教えて

ください． 

増田：私のチームは，最終的な成果物をまとめられな

かったという結果になってしまいました．リーダ

ーシップを発揮してチームを引っ張る役がおら

ず，作業分担はできたものの，各自の成果をうま

く組み合わせることができませんでした． 

増井：私は英語が苦手ということで，web 会議システ

ムでの打ち合わせでうまくコミュニケーション

をとるのが大変でした．チームメイトにチャット

アプリを利用してもらい，文字ベースのやり取り

をお願いしたところ，状況が改善されました．そ

れから，プログラム当初に説明された課題が徐々

にレベルアップしていったように思います．CAD

モデルの作成や作製コストの算出など，なかなか

大変な課題へ変遷していきました． 

増田：今回はチーム内に CAD が得意な人がいるとよ

かったですね．私のチームではイギリス人の学生

が担当してくれました．また，私のチームではベ

CERN の次世代小型粒子加速器は，粒子を加速す

るために，50 km に渡り 16 万個以上の四極磁石を

高精度にアライメントする必要がある．そのため，

小型，安定性，低コスト等の要件を兼ね備えた 6

自由度を有するアライメントステージの開発が欠

かせない．そこで，汎用的な部品と，3D プリンタ

で出力できるパーツのみを使った，小型アライメ

ントステージを設計せよ． 
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ルギーの学生が途中から連絡が取れなくなると

いうハプニングもありました．コロナ禍で通信環

境が悪かったのも大変な点でした． 

増井：このプログラムは今回が第１回ということで，

運営も手探り状態だったと思いますが，課題設定

の意図やルールがしっかり伝わっていなかった

こともあると思います．例えば，アライメントの

治具は 3D プリンタでつくらなければならないと

いう条件は，プログラムの中盤まで知らなかった

ので，材料を金属から樹脂に変更するなど，アイ

ディアの変更も求められました． 

 

Q. このプログラムの活動において，周囲からサポート

はありましたか？ 

増井：最近はテレワークの環境だったので，あまり誰

かに手伝ってもらうこともなく，課題自体は一人

で取り組んでいたと思います． 

増田：プログラムの課題が，同研究室の高増先生の研

究テーマと近かったため，アイディアの相談をさ

せていただきました．増井さんともお互いの進捗

状況などを相談してましたね． 

 

Q. 自分が活躍できたと思うポイントがあれば教えて

ください． 

増田：私は自分が出したアイディアがチームの中核的

なコンセプトになったという点で貢献できたの

ではないかと思います．あとは，機構内の部品配

置の最適化などを担当したのですが，自身の役割

を頑張ったと思います． 

増井：イギリス人の学生が CAD が得意だったのでモ

デルの作成に専念してもらう代わりに，私はチー

ムの役割分担などのまとめ役をこなしていまし

た．細かい部分もしっかり調整しなければいけな

かったのですが，うまく役割分担を決められてい

ない部分では他のメンバーと同じ仕事を無駄に

してしまうなどのハプニングもありました． 

 

Q.他国の学生は，知識面や技術面でレベルが高いと感

じましたか？ 

増井：専門が異なるので，レベルが高いか否かを正確

にとらえることはできませんでした．ただ，全体

的には，博士課程の方々はしっかりしているイメ

ージがありました．修士課程の学生も，自分の専

門分野にあった課題ならば能力を発揮できたか

と思いますが，今回のプログラムではそうした実

力を示す機会がなかったかもしれません． 

増田：私のチームでは，イギリス人学生の技術や知識

に感心することが多々ありました． 

 

 

Q.他のメンバーと交流する機会は？ 

増田：euspenが現地開催されていれば，何かしらの企

画があったかもしれませんが，今回はそうした機

会がありませんでした．(本年の euspenはオンラ

イン開催となっています．) 

増井：私のチームはコンペティションで勝ち上がった

ため，ファイナリストとして 9 月に CERN 研究

所に招待されています．そこでチームメイトと直

接会えるのではないかと楽しみにしています． 

 

Q.参加してよかったと思いますか？ 

増井：私は留学経験などがないので，このように外国

の学生と共同で課題に取り組むという経験を積

めたことがまず良かったと思います．専門的な内

容でディスカッションする機会も経験できまし

た．成果物の出来はもう少し良くできたかもしれ

ませんが，一つの成果をまとめられたことは自信

になりました． 

増田：数週間単位で課題を仕上げるということは国内

でもあまり経験がなかったので，挑戦できたのは

良かったと思います．最終的には失敗に終わって

しまいましたが，多くのことを学べたと思います． 

 

Q.今後の参加者に向けて 

増井：ファイナルまでいけばヨーロッパに無料で行け

ます．外国の友達もできるので，こうした活動に

興味があればぜひ参加をお勧めします．プログラ

ムの課題についても，皆が専門外の場合も考えら

れるので，自分の専門性が違うからと躊躇する必

要はないと思います．少し大変かもしれませんが，

これほどの課題に取り組む機会もあまりないと

思うので，是非チャレンジしてほしいです．すご

く良い刺激になりました． 

増田：何か新しいことへ挑戦したり，国際交流が苦手

だったりする人は，意外と得られるものが多いと

思います．私も今回は成果までは結び付かなかっ



たのですが，取り組みは一生懸命できて，そうし

た経験ができたことは本当に良かったと思いま

す．そうした点でお勧めできるプログラムです． 

 

増井さん，増田さん，ありがとうございました． 

 

 


